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事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、引き続き効率的な執行に努めること。

総事業費(執行ベース) 7 - 6

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

法人とは契約後作業スケジュールを提出させ、進捗状況を適宜照会していることや予定スケジュールに変更が生じた
場合は連絡するようにしていることから、事業の実施状況は十分把握できていると考える。

見直しの
余地

一定の調査の成果が得られるよう、調査実施に係る関係団体への前広な説明及び協力体制の構築、調査客体への調
査内容の十分な周知、可能な範囲で回答者の負担軽減に配慮した調査票の作成を行い、調査の実施、督促及び集計
等に必要な経費を要求する。

23年度要求

予算額(補正後） 7 - 6 7

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

歯科医療機関と歯科技工所を対象とし、歯科医療機関については、歯科技工所から納入された歯科技工物の歯科技
工料を調査し、歯科技工所については、当該歯科技工料を納入面から調査する。
歯科医療機関については、100分の1、歯科技工所については、10分の1の抽出率によって無作為に抽出し、これらの
調査客体に７月中に出納された歯科技工物についての歯科技工料を調査する。

実施状況

歯科医療機関680箇所、歯科技工所600箇所に対して、7月から11月にかけて、7月中に出納された歯科技工物につい
ての各種データを収集し、その結果について集計･解析を実施し、診療報酬改定の基礎資料とした。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行率 100% - 93%

執行額

-

事業番号 274

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 歯科技工料調査費
事業開始

年度
- 作成責任者

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

歯冠修復及び欠損補綴に際して用いられる各種歯科技工物の歯科技工料を調査し、歯科保険医療について検討する
ための基礎資料を得ることを目的とする。

担当部局庁 保険局 担当課室 医療課 鈴木　康裕

会計区分 一般会計 上位政策

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する計
画、通知等

-

医療保険制度の推進に推進に必要な経費



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省
6百万円

（事業の企画、全体調整等、事業全体の進行管理）

　
 
 

    【随意契約】　　　        　　　　　　　　      　　【随意契約】
                 A  弘文社                        　B 株式会社ケーアイシステムズ

　0.4百万円　　　      　　　　　　　　　　　　　　　0.8百万円
　　（調査用紙の印刷・発送）                        　（データの入力･集計）

　
　

　　　C　調査回答者
　　　  5百万円
　　　　（謝金）



計 0 計 0

計 5 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

諸謝金 調査回答者への謝金 5

計 0.8 計 0

C.回答者への謝金 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

受託 データの入力･集計 0.8

計 0.4 計 0

B.株式会社ケーアイ･システムズ F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

受託 調査関係用紙の印刷・発送 0.4

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.株式会社功文社 E.


